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Figure1両群における各感情価の刺激呈示中のHR推移
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比較して、区間1のHRが高かった（ρ＜．05）。したがって、random群の
HRは、不快刺激呈示時にblock群よりも低い水準で推移すること、また
不快刺激呈示時のHRは、快・中性刺激よりも低い水準で推移すること、
さらに、感情価に関わらず、刺激呈示から5s以後、HRは低下すること
が明らかとなった。
考察
本研究では、感情喚起の文脈を操作した刺激の呈示方法が主観的評価と
心拍数に及ぼす影響を検討した。その結果、感情喚起の文脈を操作した刺
激の呈示方法は、不快刺激に対する主観的評価と心拍数に影響を及ぼすこ
とが明らかとなった。block群と比較して、random群では、不快刺激に
対する恐怖と嫌悪の評定値が高いうえに、不快刺激呈示中の心拍数は低い
水準で推移した。また、いずれの群においても、快・中性刺激と比較し
て、不快刺激呈示中の心拍数は低い水準で推移することも明らかとなっ
た。
実験終了後の内観報告より、block群の実験参加者は、呈示される刺激
の感情価を予期していたと判明した。一方、random群の内観報告による
と、どのような刺激が呈示されるのか解らなかった、すなわち、刺激の感
情価を予期できなかったといえる。このことは、予期の有無という感情喚
起の文脈の操作が適切であったことを示しているだろう。感情評定質問紙
の結果から、不安、恐怖、嫌悪の評定値に群の効果が認められた。刺激の
感情価に関わらず、block群と比較して、random群において不安の評定
値が高かった。また、群に関わらず、快・中性刺激と比較して、不快刺激
に対する不安の評定値は高かった。不安とは、自己を脅かす可能性のある
漠然とした危険の予想に伴う不快な気分である。このような不安の特性を
考慮した場合、刺激の感情価について予期の可能なblock群よりも予期の
不可能なrandom群において、また快・中性刺激よりも不快刺激の呈示に
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対して、不安の評定値が高いという本実験の結果は妥当であるものと考え
られる。さらに、block群と比較して、random群では、不快刺激に対す
る恐怖と嫌悪の評定値が高かった。本実験で採用した不快刺激の内容は人
体の著しい損傷や出血などを含んでいたことから、不快感情のなかでも特
に恐怖や嫌悪を喚起したものと考えられる。不安、恐怖、嫌悪を除いた項
目の評定値には群の効果はなく、刺激の感情価による違いがあった。すな
わち、快・中性刺激と比較して、不快刺激に対する怒りと悲しみの評定値
は高かった。一方、楽しみ、満足、幸福の評定値は、快刺激＞中性刺激＞
不快刺激となった。これらの結果より、不快刺激が呈示されると予期でき
るblock群では、random群と比較して、標的感情（ここでは恐怖と嫌悪）
の喚起水準が低くなるものと考えられる。したがって、不快刺激呈示の予
期は不快刺激に対する主観的評価を重畳化、鋭敏化させるのではなく、む
しろ馴化、鈍化させる可能性があると示唆される。SAMの結果によると、
快一不快の評定値は、快刺激＞中性刺激＞不快刺激となった。もともと
IAPSの感情価評定に基づいて刺激を選択したことから、それらの刺激に
対する実験参加者の評定に感情価による差が生じることは妥当である。興
奮一鎮静の評定値は、快・中性刺激よりも、不快刺激で高く、一方、支配
一服従の評定値は、快・中性刺激よりも、不快刺激で低かった。
心拍数の結果について、block群と比較して、random群では、不快刺
激呈示中の心拍数は低い水準で推移した。このことは、感情喚起の文脈と
感情価には特異的な関連があり、それらが心拍数に影響を及ぼしたことを
示している。すなわち、感情刺激に対する予期の有無は、快・中性刺激で
はなく、不快刺激に対する心拍数に効果をもたらしたといえる。また、
群に関わらず、快・中性刺激と比較して、不快刺激呈示中の心拍推移は
低かった。刺激呈示中の心拍推移について、不快刺激では、呈示後11－15s
よりも、呈示後1－5sの心拍数が高かった。快刺激では、呈示後6－25sよ
りも呈示後1－5sの心拍数が高く、中性刺激では、呈示後6－20sよりも呈
示後1－5sの心拍数が高かった。したがって、予期と感情価に関わらず、
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刺激呈示開始時点から5s間の心拍数は高く、その後、時間経過に伴う心
拍数の低下が認められた。このことは、刺激の呈示に対して心拍数の定
位反応が生じたことを示している。IAPSの不快刺激に対して、心拍数の
低下を報告した研究は数多い（Brad1凱Codispoti，Cuthbert，＆Lang，2001；
Bradley＆Lang，2007；Codispoti，Bradleyl＆Lang，2001；Lang，Greenwald，
Bradleyl＆Hamm，1993）。6sの刺激呈示後、6sの刺激間間隔に引き続
き、先行刺激と等しい感情価の刺激を6s呈示した場合、刺激間問隔時
点の心拍数には感情価の違いがなかったものの、刺激呈示中の心拍数に
は不快刺激に対する心拍数の低下が生じたという報告もある（Bradley，
Cuthbert，＆Lang，1996）。これらの先行研究では、IAPSの不快刺激に対
する心拍数の低下は、より多くの注意が配分されたことに起因する定位反
応の増大によるものと解釈している。本実験では、IAPSの覚醒評定では
なく、感情価評定に基づいて刺激を選択した。本実験で用いた刺激につい
て、船PSの覚醒評定を比較した結果、不快刺激＞快刺激＞中性刺激となっ
た。心拍数と覚醒水準は関連することから、IAPSの感情価評定に加えて、
覚醒評定が不快刺激呈示中の心拍数の低下に影響を及ぼした可能性があ
る。しかしながら、先行研究（Bradley＆Lang，2007；Langeta1．，1993）に
よると、IAPSの感情価要因は心拍数と感情価の主観的評価に影響を及ぼ
し、一方、覚醒要因は皮膚コンダクタンス反応と覚醒の主観的評価に影響
を及ぼす。したがって、先行研究と同様に、本実験で認められた不快刺激
に対する心拍数の低下は、不快刺激に対して配分された注意が定位反応
を増大させたものと考えられる。加えて、予期の可能なblock群と比較し
て、予期の不可能なrandom群では、不快刺激に対する心拍数の定位反応
がさらに増大したものと解釈できるだろう。このことは、block群と比較
して、不快刺激に対するrandom群の恐怖と嫌悪の評定値が高いという質
問紙の結果と矛盾がないといえる。感情と注意の関連について、Langet
a1．（1997）はdefensecascademode1を提唱した。このモデルは、不快感
情が防衛システムの賦活と関連し、一方、快感情が欲求システムの賦活に
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関連するという中枢神経系の動機づけシステムに基づいている。そのうえ
で、defensecascademode1（Langeta1．，1997）によると、防衛反応とは、
注意の定位から防衛行動に移行する段階的な反応であり、刺激の文脈の特
性に関連した動機づけシステムの賦活を伴うものである。したがって、
defensecascademode1（Langeta1．，1997）と闘争か逃走（fightorfUght）
の場面を考慮すると、本実験において予期の不可能なrandom群でみられ
た不快刺激に対する定位反応の増大は、定位反応から防衛反応への段階的
な移行に相当することから、より適応的な反応であるといえるだろう。
本実験の問題点は、予期の有無によって設定された各群において、刺激
の呈示時間が異なった点にある。block群の刺激呈示時間は50s間であり、
一方、random群の刺激呈示時問は30s間であった。刺激呈示開始時点か
ら30s間の心拍数を解析の対象としたために、両群における刺激呈示時間
の違いが心拍数に及ぼす影響はないものと考えられる。しかしながら、刺
激呈示終了後に、質問紙の記入を行ったために、刺激呈示時問の違いが主
観的評価に影響を及ぼした可能性があるだろう。このような問題点は残る
ものの、中枢神経系の指標のみならず、自律神経系の指標である心拍数
に、感情喚起の文脈操作の影響や感情価の特異的な関連がみられたことは
興味深いものといえるだろう。
要約
感情には文脈依存の性質がある。本研究では、同一の感情価の刺激を連
続的に呈示する場合と、ランダムな順番で呈示する場合を設定することに
よって、感情喚起の文脈を操作した。感情喚起の文脈操作が主観的評価
と心拍数に及ぼす影響を検討した。実験参加者24名をblock群とrandom
群に割り当てた。感情喚起刺激IAPSから、快・中性・不快刺激を選択
した。刺激呈示中、心電図を記録し、刺激呈示後に質問紙に記入を求め
た。質問紙の結果から、block群と比較して、random群の不安が高かっ
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た。また、block群と比較して、不快刺激に対するrandom群の恐怖と嫌
悪が高かった。心拍数について、感情価に関わらず、刺激呈示から5s以
降に心拍数が低下した。また、block群と比較して、不快刺激呈示中の
random群の心拍推移は低かった。不快刺激に対する心拍数の低下は、注
意資源の増加に起因する定位反応の増大であると考えられる。本実験の結
果、感情喚起の文脈を操作した刺激の呈示方法は、不快刺激に対する主
観的評価と心拍数に影響を及ぼした。Defensecascademode1（LangetaL，
1997）を考慮すると、本実験のrandom群でみられた不快刺激に対する心
拍数の定位反応の増大は、より適応的な反応である可能性が示唆された。
引用文献Blascovich，」．，＆Mendes，WB．2000Challengeandthreatappraisals：theroleofaffectivecues．InJ．PForgas（Ed．），Fε8」勉9α％4飾初ゐ伽9二孟hθグoJθ6ゾα旋o渉伽
sooづαJoog％漉o％．CambridgeUniversityPress：NewYbrkpp．59－82．
BradleylM．M．，Codispoti，M．，Cuthbert，B．N．，＆Lang，PJ．2001Emotionand
motivationI：（lefensiveandapPetitivereactionsinpictureprocessing．E卿oガo％，1，
276－298．
BradleylM．M．，Cuthbert，B．N．，＆Lang，PJ．1996Picturemediaandemotion：
effectsofasustainedaffecdvecontextPミyohoρhlysJoJogy，33，662－670．
Bradle弘M．M．，＆Lang，PJ．1994Measuringemotion：theseh卜assessmentmanikin
an（1thesemanticdifferentiaL／o％7％α」6ゾBθhα∂づo考πθ7砂ッ伽4Eゆ87吻θ魏α」
勾oh歪α渉η，25，49－59．
BradleylM．M．，＆Lang，PJ．2007Theintemationalaffectivepicturesystem（IAPS）
inthestudyofemotionan（iattention．InJ．A．Coan，＆J．J．B．Allen（Eds．），
∬伽4わooゐげ8吻o渉ゴo％θ」’oづ如孟ゼo％朋4αssθss吻θ鉱OxfordUniversityPress：New
York，Pp．29－46．
Codispoti，M．，Bradley，M．M．，＆Lang，PJ．2001Affectivereactionstobriefly
presente（1pictures．恥ohoρhとソsfoJo9ソ，38，474－478．
Curtis，C．E，，Lebow，B．，Lake，D．S．，Katsanis，」．，＆Iacono，W．G．1999Acoustic
st丑rtlereflexinschizophreniapa廿entsan（itheir丘rstトdegreerelatives：evi（ience
ofnormalemotionalmodulation．Rッohoρh卿oJo劇，36，469－475．
Folstein，M．E，＆Luria，R1973Reliabili以validity，andclinicalapplicationofthe
visualanaloguemoo（iscale．鳶ッohoJogゴoα」1吻4ゴo伽8，3，479－486．
畑山俊輝2003感情研究における身体的活動の心理生理学的意義東北大学文学
研究科研究年報，53，212－236．
100
感情喚起の文脈操作が主観的評価と心拍数に及ぽす影響
廣田昭久・澤田幸展・田中豪一・長野祐一郎・松田いづみ・高澤則美2003新た
な精神生理学的虚偽検出の指標：規準化脈波容積の適用可能性生理心理学
と精神生理学，21，217－230．
本多麻子・正木宏明・山崎勝男2002情動喚起刺激が自律神経系の反応特異性に
及ぼす影響生理心理学と精神生理学，20，9－17．
Lacey，J．L，Kagan，J．，Lacey，B．C．，＆Moss，H．A．1963Thevisceralleve1：
situationa1（1eterminantsan（ibehavioralcorrelatesofautonomicresponse
patterns．InK血apP，PH．（E（1．），助劣εssJo％ρゲ云hθθ吻oガo，¢sづ％吻α％．International
UniversitiesPress：NewYbrk．pp，161－196．
Lang，PJ．，BradleylM．M．，＆Cuthbert，B，N．1997Motivatedattention：affect，
activation，andaction．InPJ．Lang，RESimons，＆M．TBalaban（Eds．），
ノ4蜘励o犯α％40吻漉盟g」S8％soη伽4卿o蜘観o％α」ρ700εssθs．NJ：Erlbaum：
Hills（1ale．pp．97－135，
Lang，PJ．，BradleylM．M．，＆Cuthbert，B．N．19991ntemationalaffectivepicture
system（IAPS）：Instructionmanualandaffectiveratings．TechnicalreportA4，
Thecenterforresearchinpsychophysiology，UniversityofFlorida．
Lang，PJ．，Greenwald，M．K，Bradley，M．M．，＆Hamm，AO．1993Lookingat
pictures：affec廿ve，facial，visceral，andbehavioralreac甘on．AツohoφhζγsづoJogy，30，
261－273．
Lang，PJ．，Ohman，A，＆Vaitl，D．1988Theintemationalaffectivepicturesystem
（Photographicslides）．Gainesville，FL：UniversityofFlori（1a，Centerfor
researchinpsychophysiology．
Larson，C．L，Ruffalo，D．，Nietert，J．Y，＆Davidson，RJ．2000Temporalstabilityof
theemotion－modulatedstartleresponse．Bッ6hoφh卿oJogy，37，92・10L
高橋雅延2002感情の操作方法の現状高橋雅延・谷口高士（編）感情と心理学
北大路書房京都pp．66－80．
高澤則美・廣田昭久・本多麻子・正木宏明・山崎勝男2001虚偽検出事態のポリ
グラフィー日本心理学会第65回大会発表論文集，50．
101
